
      遺  言  公  正  証  書  

 本 公 証 人 は 、遺 言 者 ○ ○ ○ ○ の 嘱 託 に よ り 、証 人 ○

○ ○ ○ 、同 ○ ○ ○ ○ の 立 会 い の も と に 、遺 言 者 の 口 述

を 筆 記 し て こ の 証 書 を 作 成 す る 。  

第 １ 条  遺 言 者 は 、遺 言 者 の 有 す る 次 の 財 産 を 、遺 言

者 の 妻 ○ ○ ○ ○ （ 生 年 月 日 ） に 相 続 さ せ る 。  

１  不 動 産  

 ① 土  地  

  所  在  ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 丁 目  

  地  番  ○ 番 ○ 号  

  地  目  宅 地  

  地  積  ○ ○ ． ○ ○ 平 方 メ ー ト ル  

 ② 建  物  

  所  在  ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 丁 目 ○ 番 地  

  家 屋 番 号  ○ ○ 番  

 種  類  居 宅  

  構  造  木 造 瓦 葺 ２ 階 建  

床 面 積  １ 階  ○ ○ ． ○ ○ 平 方 メ ー ト ル  

    ２ 階  ○ ○ ． ○ ○ 平 方 メ ー ト ル  

 ③ 区 分 所 有 建 物 及 び 敷 地 権  



 （ 一 棟 の 建 物 の 表 示 ）  

  所  在  ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 丁 目 ○ 番 地  

  建 物 の 番 号  ○ ○ マ ン シ ョ ン  

  構  造  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 陸 屋 根 ○ ○ 階 建  

 （ 敷 地 権 の 目 的 た る 土 地 の 表 示 ）  

  土 地 の 符 号  ○  

  所 在 及 び 地 番  ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 番 地  

  地  目  宅 地  

  地  積  ○ ○ ○ ． ○ ○ 平 方 メ ー ト ル  

 （ 専 有 部 分 の 建 物 の 表 示 ）  

  家 屋 番 号  ○ ○ 番  

  建 物 の 番 号  ○ ○ 号  

  種  類  居 宅  

  構  造  鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 １ 階 建  

  床 面 積  ○ 階 部 分  ○ ○ ． ○ ○ 平 方 メ ー ト ル  

 （ 敷 地 権 の 表 示 ）  

  土 地 の 符 号  ○  

  敷 地 権 の 種 類  ○ ○ 権  

  敷 地 権 の 割 合  ○ ○ ○ ○ 分 の ○ ○  

２  株 式  



  ○ ○ 株 式 会 社 の 株 式 そ の 他 の 株 式 の 全 部  

３  預 貯 金  

  後 記 第 ２ 条 に 記 載 す る 預 貯 金 を 除 く 預 貯 金 の 全     

部  

４  そ の 他  

  祭 祀 用 財 産 を 除 く そ の 他 の 財 産 の 全 部  

第 ２ 条  遺 言 者 は 、遺 言 者 の 有 す る 次 の 預 金 の 払 い 戻

し を 受 け 、遺 言 者 の 一 切 の 債 務 の 弁 済 及 び こ の 遺 言

の 執 行 に 関 す る 費 用 の 支 払 い に 当 て た 残 金 に つ き 、

遺 言 者 の 二 男 ○ ○ ○ ○（ 生 年 月 日 ）及 び 同 三 男 ○ ○

○ ○ （ 生 年 月 日 ） に そ れ ぞ れ ３ 分 の １ を 相 続 さ せ 、

遺 言 者 の 亡 弟 ○ ○ ○ ○ の 長 男 ○ ○ ○ ○ （ 生 年 月 日 ）

に ３ 分 の １ を 遺 贈 す る 。  

    ○ ○ 銀 行 （ ○ ○ 支 店 ） の 遺 言 者 名 義 の 定 期 預 金

〈 口 座 番 号 〉  

 第 ３ 条  遺 留 分 の 減 殺 を す る と き は 、 ま ず 妻 ○ ○ に 相

続 さ せ る 財 産 か ら す る も の と す る 。  

第 ４ 条  妻 ○ ○ が 遺 言 者 よ り 先 に 死 亡 し た と き は 、 第

１ 条 に よ り 妻 に 相 続 さ せ る 財 産 の う ち 、 不 動 産 は 、

二 男 ○ ○ 及 び 三 男 ○ ○ に 各 ２ 分 の １ の 割 合 に よ り 相



続 さ せ 、 株 式 、 預 貯 金 そ の 他 の 財 産 は 、 す べ て 長 男

○ ○ に 相 続 さ せ る 。  

第 ５ 条  遺 言 者 は 、 祖 先 の 祭 祀 の 主 宰 者 と し て 、 長 男

○ ○ を 指 定 す る 。  

第 ６ 条  遺 言 者 は 、こ の 遺 言 の 遺 言 執 行 者 と し て 、次

の 者 を 指 定 す る 。  

    住  所  ○ ○ 市 ○ ○ 町 ○ 番 ○ 号 ○  

    職  業  弁 護 士  

    氏  名  ○ ○ ○ ○ （ 生 年 月 日 ）  

〔 付 言 〕  

  こ の 遺 言 は 、妻 ○ ○ の 生 活 に 不 安 が な い よ う に す

る こ と を 第 一 と し 、早 く 父 を 失 っ て 苦 労 し て き た 甥

○ ○ に も 多 少 の 遺 産 を 分 け て や り た い と 考 え て し

た も の で す 。ま た 、長 男 ○ ○ に は こ れ ま で に か な り

の 事 業 資 金 を 提 供 し て い る の で 、こ の 点 を 考 慮 し て

配 分 を 決 め て あ り ま す 。以 上 の 趣 旨 を 十 分 理 解 し て

こ の 遺 言 を 尊 重 し 、兄 弟 ３ 人 は 、仲 良 く し て 、お 母

さ ん に 孝 養 を 尽 く し て 下 さ い 。  

       以  上  

      本  旨  外  要  件  



    東 京 都 ○ ○ 区 ○ ○ 町 ○ 丁 目 ○ 番 ○ ○ 号  

      会 社 役 員  

遺  言  者           ○  ○  ○  ○  

昭 和 ○ 年 ○ ○ 月 ○ 日 生  

 上 記 の 者 に つ い て は 、印 鑑 証 明 書 の 提 出 に よ り 、人

違 い で な い こ と を 証 明 さ せ た 。  

    東 京 都 ○ ○ ○ 区 ○ ○ 町 ○ 丁 目 ○ ○ 番 ○ 号  

       無 職  

     証   人         ○  ○  ○  ○  

        昭 和 ○ ○ 年 ○ 月 ○ ○ 日 生   

    東 京 都 ○ ○ 区 ○ ○ 町 ○ ○ 丁 目 ○ 番 ○ ○ ○ 号  

      会 社 役 員     

     証   人         ○  ○  ○  ○  

            昭 和 ○ ○ 年 ○ 月 ○ ○ 日 生  

 以 上 の と お り 読 み 聞 か せ た と こ ろ 、一 同 そ の 記 載 に

誤 り が な い こ と を 承 認 し 、《 遺 言 者 は 病 気 の た め 署 名

が で き な い の で 、本 職 が 代 っ て 署 名 し 、遺 言 者 は こ れ

に 押 印 し 、 証 人 両 名 は そ れ ぞ れ 》 次 に 署 名 押 印 す る 。 

           （ 遺 言 者 ）  署   名  ㊞  

           （ 証  人 ）  署   名  ㊞  



           （ 証  人 ）  署   名  ㊞  

 こ の 証 書 は 、平 成 ○ ○ 年 ○ 月 ○ ○ 日 、本 職 の 役 場《 遺

言 者 の 上 記 自 宅 》に お い て 、民 法 第 ９ ６ ９ 条 第 １ 号 な

い し 第 ４ 号 に 定 め る 方 式 に 従 っ て 作 成 し 、同 条 第 ５ 号

に 基 づ き 、 本 職 が 次 に 署 名 押 印 す る 。  

  東 京 都 ○ ○ 区 ○ ○ ○ 町 ○ 番 ○ ○ 号  

    東 京 法 務 局 所 属  

公  証  人        署   名   職 印  

       


